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インターバンクの声 （2017 年 5 月 24 日） 
 

昨日は東京市場からロンドン市場にかけての長い時間にわたり英マンチェスターで

起こった爆破テロ事件の影響からか、円買い圧力が掛かったままの相場が続いた。

ドル円は 110 円 80 銭台から 111 円 30 銭台までの比較的狭いレンジ内での取引を

続けたが、ドルの下値も簡単には割れそうもなく、弱い米新築住宅販売の発表やム

ニューシン米財務長官の税制改革実現への弱気な発言にも円買いが強まることは

なかった。 

こうした展開になるとドル買いを仕掛けてみようかと思う投資家が出てくることが良く

あるが、案の定、ニューヨーク市場の昼前には 111 円台前半から 111 円 80 銭近くま

でドルが急速に買われた。確かに原油価格や米国債利回りが上昇していた背景も

あるが、原油価格などはドルが買われ始める数時間前から上昇に転じており、単に

こうした投資家がタイミングを図っていたとしか思えない。 

多分、112 円台に乗せたあたりの水準で利喰いたいのではないだろうか。東京市場

での始動がドル買いになっても利喰いが急に入ってくることに気をつけたい。 
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